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EJBとは

EJBは、Java言語によるアプリケーション

開発でビジネスロジックにあたる部分を構築

するための標準規格である。EJBは、各ベン

ダーが提供するWebアプリケーションサーバ

ーのEJBコンテナ上で実行される。EJBコン

テナは、トランザクション管理やセキュリテ

ィ管理などの機能をアプリケーションに代わ

って担う。

EJB利用時の問題点

EJB技術を利用することにより、コンポー

ネントのシステムレベルでの再利用性は高く

なるが、業務レベルでの再利用性が高くなる

わけではない。コンポーネントの機能範囲、

コンポーネント間のインタフェースが標準化

されない場合、業務レベルでの再利用性に関

して以下のような問題が発生する。

①コンポーネントの機能範囲の違い

あるコンポーネントでは数値チェックなど

項目チェックまで行うが、別のコンポーネン

トでは、クライアント側で実装することを想

定して項目チェックを実装していないとする。

これらのコンポーネントを組み合わせてある

機能を実現しようとすれば、機能の低いコン

ポーネントに合わせなければならないので、

実質的に機能が低下する。

②コンポーネント間のインタフェースの不統一

コンポーネント間のインタフェースが統一

されていないと、コンポーネントを呼び出す

ためにインタフェースの変換を行う必要が出

てくる。これによりコンポーネントを再利用

するための新たな開発が必要となり、再利用

時の生産効率が低くなる。

フレームワークの利用

コンポーネントの機能範囲とインタフェー

スの標準化を実現するためには、開発指針の

枠組み、すなわちフレームワークを利用する

ことが有効である。そしてフレームワークは、

アプリケーション開発者にオブジェクト指向

の高いスキルを要求せず、異なる業務でもコ

ンポーネントの再利用性を向上できるもので

なければならない。

そこでフレームワークには次のような点が

求められる（図 1参照）。

①「継承指向」ではなく「組み立て指向」

コンポーネントを継承・修正していくため

には、設計者にオブジェクト指向技術につい

EJBを利用した開発における
フレームワークの重要性

EJB（Enterprise JavaBeans）技術を利用したビジネスロジック開発は、適切に導入すれば

再利用性の向上など大きなメリットが得られるため、最近注目が集まっている。本稿では、EJB

技術を利用する場合の問題点や、業務レベルでの再利用性を高めるための方法について考察し、

開発を効率的に行うためのフレームワークについて紹介する。
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ての高いスキルが必要となる。そ

こでフレームワークでは、コンポ

ーネントを組み合わせてアプリケ

ーションを構築する「組み立て指

向」とし、部品の組み合わせやパ

ラメータの変更だけで容易に修正

できるようにすることが有効であ

る。これによりクラスを修正する

必要がある場合でも、個々のクラ

スは小さくなり、容易に修正が可

能となる。

②「業務部品」ではなく「汎用ソ

フトウェア部品」

異なる業務であっても同じよう

な標準化手法を適用できれば、再

利用性を向上させることができ

る。そのためには汎用のソフトウ

ェア部品を充実させる必要があ

る。業務処理を含む部品は、汎用

のソフトウェア部品を組み合わせ

て作ることにより、修正を容易に

することができる。

NRIの「オブジェクトワークス」

EJBはシステムレベルでの再利用性を向上

させるために有用な技術である。しかしなが

ら、コンポーネントの機能範囲、コンポーネ

ント間のインタフェースに何らかの規定を設

けなければ、業務レベルでの再利用を実現で

きない。そこで、上に述べたような開発指針

の枠組みを提供するためのビジネスロジック

のフレームワークが必要となる。

NRI（野村総合研究所）では、システム基

盤ソリューションである「オブジェクトワー

クスR4.0」にEJBの開発フレームワークを追

加機能として取り込んでいる。これを用いる

ことで業務レベルでの再利用性を確実に高め

ることができる。 ■
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図１　組み立て指向型フレームワークを利用した開発ステップ�
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